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植物性不治化残澄に関する臨抹的研究
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第 1章緒
人体の栄養上植物性不消化残査(以下粗線維と記す)が如何なる役割を果しているかに関し
ては一卜分究明されていなし¥。従来草食動物が粗線維から其の栄養素を得ている事は衆知の事で
あるO 然るに人体に於ける粗線維の運命に就ては未だ明確にされていない様であり，殊に乳幼
児に於て，この種の研究成績は見ない様であるO 著者は本邦乳幼児に於ける粗線維の消化利用
状況の一端を知らんとして先ず乳幼児期に比較的多く摂取される食品内粗線維の測定を行っ
たO 叉食品調理(妙る〉による影響及び粗線維の消化利用に関する研究は篇を改めて記載す
るO
第 2章粗線維に関ず易交献的者察 第 3章測定方法及び測定材料 
Mangold，E. (1934)仰は crudefiberを次の様 従来粗線維の測定は 1864年 Hennenberg& 
に定義した。植物細胞膜及び構成物中のすべての有 Stohmannが初めて弱酸とアルカリで消化する方
機構成物の集り，換言すれば植物製品の化学分析に 法を発表した。本法は Weende法と呼ばれている。
於て Crudeprotein，crude fat及び窒素を含まな 其の後 Weende法の安法が考案されて実施されて
し、抽出物を除いた後に残ったものである。そして之 来た(l)(2)(3)(4)(5)(9)(10)(11)。著者は測定方法として現
等構成物は次の様な化学物質の混合物である。セル 今最良の方法と考えられている Williams &Olms-
ローズ，へミセルローズ及びリグニシである。而し ted (1935)(13)並びに Somogyi (1945)(12)の方法に
てCrudefiberとか Rauhageとし、う言葉はこの者 従った。
が撞々の構成物からなると考えられる様になったの 試薬 (a)Buffer Bile Salt Solution: 0.2 M 
で，最近では上記術語の代りに ComplexCarbo- 第 1燐酸カリ 50cc，0.4N苛性ソーダ 23.4cc，タウ 
hydrateとし、う言葉が使われているい〉。セルロ{ ロクロール酸ソーダ 2.0g，水 6.6cc，(b) Pancrea-
ズは植物細胞壁の主な構材多糖類で，植物線維素叉 tin Sadium Chloride: 8.5% NaCl 100 cc及び
は細胞素と称されている。へミセルローズはセルロ Pancreatin 10 g (Merk's usp，叉は Merks 
ーズ，i殴粉， リグ・ニン，溶解性の糖等を除いた含7.K absoluteなら 5gで可)，本試薬は用に臨み作成。
安素の性質を有する総てのものを含む。リグニンは 実施方法: 乾燥食品 5g(真空内で 400Cで乾燥
木材組織にみられる物質で，一般に全く不消化性の し次いで 20メッシュの簡を通る{立に磨砕する〉を
ものと考えられている。以上記述したセルローズ， ソッグスレット装置で 8時間ヱ{テJj，.で、抽出する。
ヘミセルローズ及びリグ、ニシが吾人が目常摂取する 真空内で乾燥し， 脂肪を除去した材料 0.5gを 125
食品中に如何なる割合で含まれてし、るかに就ては其 ccの栓付ヱルレシマイヤーフラスコにスれ，之に水
の知識は乏しく，僅かに Williams & Olmsted 50 ccを加えて栓を取りはずして 15ポンド圧 30分 
(1935)( Macy (1 間圧力釜で熱する。 500C以下に冷却し，試薬 (a)40仰の報告に接するのみで，942)13)， 
本邦では河本及び坂口(1926)(3)がセルローズ分劃 cc，(b) 10 cc及びトルヱシ数滴を加える。密栓振
のみを測定しているにすぎなし、。 還後 3日間 38.50C fこ保ち，次いで絹舗で櫨過し，共
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の消化物に洗糠瓶から温水を徐々に重畳する残t査を
少くとも 200.ccの温水で洗い，次いで温ヱチルアル
コ{ノ1.-50 cc，温ペンヂン 25cc及びヱチルヱーテル 
25 ccで洗う。残涯を 50ccの硝子栓付ヱルレンマイ
ヤ{フラスコに移し， 2時間， 700Cで乾燥する。
(イ〉りグニンの定量: 上記最終乾燥残澄に 6~10o
Cに冷却した 21.4N H 2S04 20 ccを加え，強く振
蓋して，氷室に入れ，時々振謹して， 24時開放置す
る。酸消化混合物を 500ccの円底蒸溜フラスコに濯
ぎ，水で 300cc迄急速に薄める。そして之を 3時間
煮沸し室温に冷却後 Goochcrucibleを通して穏
過し，後水で、十分洗う。洗糠水の最初の 50ccを穏
液に入れ，穂波を保溜し置きセノLロ{ズ及びへミセ
Aロ{ズの定量に使用する。上記残澄を更に水 100
cc次いでアノlコー ;1.-，ペシヂゾ及びエ{テノL等で、次
々洗い，残澄を 110oC，1.5時間乾燥後冷却じ重量測
定し，更に之を1.5時間， 7500Cで灰化L，冷却後
重量測定し，其の重量差を以てリグニ y量とする。
(ロ〉セルロ{ズ及びへミセノLローズの定量: Vグ
ニシ定量途中得られた漉液内の糖として測定され
る。洗ず穏液を Methylred叉は Methylblue標
示薬を使って， 50% NaOHで正確に中性にする。
本溶液を 500cc迄水で、薄める。 Pyrexの試験管に
洗糠した“イースト"の 20% の浮准液を 6~7cc と
り，之にリグニン定量途次得た漏液の除蛋白液 12--
14 ccを加え混和し， 30分間 38.50Cに保つ， 5分間
毎に振謹L，10分間遠沈L，注意深く清潔な乾燥試 
験管内に上清を移す。醗酵性及び非限酵性液 10cc 
を正確に取り， Cooper iodometric reagents 5 cc 
を各々に加え， 同時に盲検用に同試薬 5ccを取る。
以下 Somogyiの新法で糖を定量す。醗酵f企液より
セルローズ，非醗酵性液よりへミセルロ{ズの値を
得，之に夫々係数 0.9及び 0.88を乗じて夫々の値と
する。 
著者は測定方法の吟味の為に粗線維を多量含有し 
ていると考えられるフスマを材料として先ず取り上
げ，次いで乳幼児期に比較的多〈使用される精白米
粉，小麦粉，食バン，キナコ，大豆，馬鈴薯，人蓉
及び寒天末等に就て測定した。
第 4章澗定成績
其の測定値は第 1表の如くで、為る。
第 1表 各種食品内植物性不消化残澄(粗線維〉量 (mg/5g) 
リ グニ ミノ へミセルロ{ズ
食品名 例数
最小|最大|平均 最小|最大 平均 最小|最大|平均
総量
セルローズ
i

78 69.5 56.7 60.8 58.7 32.7 58.1 45.4 171.62 61キナ コ
精白米 H 55 52.5 58.7 62.8 60.7 61.4 71.3 66.3 179.550 
1 150 150 133.7 160.2 146.9 213.8 267.5 240.6 537.5150小麦粉
H 224.8 120.8 174.2 147.5 472.3208.6 24190 110 100大豆粉
H Z 、 101.2 140.8 12114 8 315 184.5 108 237食パ ミノ
H 704704132 720 900 704 1646130 134 810乾燥馬鈴薯
H 10561056 1056482 720 810 765 2303316 648乾燥人蓉
H 259.2 259.2 259.2 380.2 384.1 382.1 741.3120 10080寒天末
161フ ス -マ 157 167 288 制 5[319.2/ 4(l8.5 制 5 間 6 1116.15 
第 1節粗線維総量〆 ているリグニンも従来から乳児期，離乳期に与える
乾燥人萎の 46.14%が最高で以下乾燥馬鈴薯， フ 材料には少かった。
スマ，寒天末，小麦粉，大豆粉，食バン，精白米粉 第3節セルロ{ズ量
及びキナコの順で、あった。即ち従来から消化良好と 乾燥馬鈴薯の 16.2%が最高で次いで乾燥人萎，フ
され乳児期及び離乳期食としてあげられている物程 スマ，寒天末，大豆粉，小麦粉，食パン，精白米粉
其の含有量が少かった。 及びキナコの順で、あった。即ちリグニシ同様の傾向
第 2節リグニン量 で、あっ
乾燥人芸の 9.649るが最高で以下フスマ，小麦粉， 第 4節 へミセルロ{ズ量
乾燥馬鈴薯，寒天末，大豆粉，キナコ，精白米粉及 乾燥人萎の 21.2%が最高で次いで乾燥馬鈴薯，フ
び食パンであった。最も不消化性の強いと考えられ スマ，寒天末，小麦粉，大豆粉，金パシ，精白米粉
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及びキナコの順で、あった。即ち何れも他分劃と同様 線維に就て測定したが，今著者の測定成績と他測定
の傾向であった。 者との値を一括して表にすると第 2表の如くであ
第 5章総括並びに者按 る0，
上述の如く各食品に就て植物性不消化残置叉は粗
第 2表 諸実験者による粗線維各分劃量
I 刊以ー 1 セノ1-IヘミセノL
験 究 方 法|測定材料 I~一二二ご|ローズ|ロ{ズ者[詞研 I I 
実
河本・坂 口 1926 Weende ~法 乾燥馬鈴薯 
1.G.乱1acy 1942 Williams & Olmsted法 皮むきゅで馬鈴薯 
著 者 1955 H 乾燥馬鈴薯 
W i1l 水洗ブスマ 
著者 1955 I Q 乾燥フスマ 
1.G.. Macy i- H 薯 者 1955 Q 乾 燥人参 
河本・坂 口 陰 フ巳 旦 
1.G. Macy 1942 iWilliams & Olmsted法 説' 旦 
著 者 1955 I Q ブミ 旦 
河本・坂 日 1926 Weende斐法 〆 Brod 
R Q Q Hart Brot 
1acy乱G. 1. 1942 Williams & Olmsted法 Bread White 
Wheal 
H H H Bread Whit~ 
著 者 1955 H 食ノミ ン(白〉 
952 
1.5 12.3 5.5 
130 720 704 
342 1584 
161 319.2 635.6 
4.8 33.5 25.8 
482 765 704 
208 
3.2 102.4 35.3 
100 224.8 147.5 
16.7 
95.2 
3.5 13.7 24.7 
22.5 31.4 68.1 
2 31.5 101.2 
外国の研究者による測定値とは，其の測定方法の く，為に乳児期前半乳汁にて育てられ，離乳期に入
相違及び測定材料が同じ名称のものでも，その品種 る時に線維の少い食品を摂っている事は，植物性不
の点に相違があるので直接の比較は困難なるも大体 消化残澄の点からも極めて合理的な事であろう。叉
の傾向は窺い得ると思う。 離乳期に馬鈴薯及び人萎を裏漉して与える事は之等
上述の諸成績より，従来乳幼児期に与えられてい のものが比較的多く粗線維を含有する事から，之等
る食品即ち精白米粉，キナコ，食バ~，小麦粉等は を取り除き乳幼児の胃腸の負担を軽減する事からも
りグニン，セルロ{ズ及びへミセルローズ含有量少 極めて妥当な事と考えられる。
第6章結 論
乳幼児の栄養上各種食品中の植物性線維に就ては余り顧りみられていない様なので，先ず食
品内植物性線維即ちリグニン，セルロ{ズ、及びへミセルロ戸ズを Williams& Olmsted('3)並
びに M.Somogyi(12)の方法により測定したO 
( 1 ) 各種食品内粗線維(植物性不消化残査)量は，キナコ 3.48μ，精白米粉 3.59，食パン 
4.74，大豆粉 9.44，小麦粉 10.76，寒天末 14.82，フスマ 22.08，乾燥馬鈴薯 32.92，乾燥人萎 46.14
であったO 
(2) リグ、エン量はキナコ1.39%，精白米粉1.05，食パン 0.16，大豆粉 2.0，小麦粉 3.0，寒天
末 2.0，フスマ 3.22，乾燥馬鈴薯 2.64，乾燥人萎 9.64で、あったO 
(3) セルロ{ズ量は，キナコ 1.18μ，精白米粉1.21，食パン 2.16，ー大豆粉 4.49，小麦粉 
2.94，寒天末 5.18，フスマ 6.35，乾燥馬鈴薯 16.20，乾燥人萎 15.3であった。
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(4) へミセルロ戸ズ量は，キナコ 0.91%，精白米粉 1.33，食パン 2.42，大豆粉 2.95，小麦粉 
4.82，寒天末 7.64，フスマ 12.51，乾燥馬鈴薯 14.08，乾燥人妻 21.21であった。
以上の成績から一般に消化良好とされている精白米粉，小麦粉，キナコ，食パン，大豆粉等
には植物性不消化残査と考えられるリグニン，セルロ戸ズ，ヘミセルロ{ズの含有量の少い事
が認められた。
本篇を終るに当り，終始御懇篤な御指導と御校関の労を賜わったJ恩師佐々木教授並びに有益講
師に深く感謝する。
本研究の一部は文部省科学研究費に依った。
参君主献 
1.Bidwell，G. L.: J.Assn. off. Agvic. chem.. 195，1943. 
5，421，1922. 8. Mangold，E.: Nutrit. Abstr. a. Rev.，3， 
1934.，647Mitt. Leb. mittelunters. T.:，Fellenberg 2. 
(Schwz) Bern.，21，385，1930. 9. Scharrer，K. & Kurschner，K.: Tierer-
3. Kohmoto，T. & Sakaguchi， J. bio nahrung 3，302，1931. 1. S.: 
Jap.，6，61，1926. 10. Steiger，H.: J. Landaw 61.399，1913. 
4. Konig，J.: Ber. Chem. Ges. 39，3564，1904. ，Simon 1.1 O. & Lohrisch，H.: Z. physiol. 
1904.，55，42，Chem.l.amer. Assoc. cereaJ.J.:S.，Lawellin 5. 
Chem.，7，208，1922. 12. Somogyi，M.: J.B.C. 160，74，1945. 
6. Macy. 1. G.: Nutrition and chemicol 13. William，R. D. & W. H. Olmsted: J. B. 
growth in childhood 1，253，1942. C. 108，653，1935. 
7. Macy，1. G.: Amer. J. dis. Childr.，65， 
